
日本化学会「第春季年会」　講演予稿集発行して成立
超分子化学を国際的に先導

新規の遺伝子発現機構発見

日本化学会賞　６氏

金属錯体触媒を合理的設計

有機精密化学品合成に寄与

斬新な分子変換手法を開発

ナノ金属錯体の研究で成果

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
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で
通
常
開
催
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止

有
機
Ｎ
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化
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開
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で

Ｌ
ｉ
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か
ら
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を
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演
ト
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介
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を
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晶
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開
拓

安
価
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人
工
高
分
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Ｐ
Ｓ
Ａ
を
高
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検
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材
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以
上
の
性
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待

廃
プ
ラ
リ
サ
イ
ク
ル
に
道

電
気
流
す
と
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と
　
　
　
　
　

　
３
つ
の
色
に
変
わ
る
仕
組
み

（３） 第３７７０号第３種郵便物認可 ２０２０年（令和２年）３月２０日（金曜日）（週　刊）

　◇杉本直己・
甲南大学先端生
命工学研究所教
授「分子クラウ

ディング環境における非二重らせん核
酸の化学」
　杉本氏は、細胞内の特殊な分子環境
（分子クラウディングなど）が生体分
子の機能化において重要な役割を担っ
ているのではないかという独自の仮説

の下で研究を遂行した。研究の結果、
細胞内の重要な環境因子である分子ク
ラウディングが、非二重らせん核酸の
形成を誘起し、遺伝子発現を制御して
いるという新規の遺伝子発現調節機構
を見いだした。さらに、これらの成果
を基に、非二重らせん核酸を標的とし
た新しい遺伝子発現制御法を開発し、
世界の核酸化学を先導した。

　◇野崎京子・
東京大学大学院
工学系研究科教
授「合理的触媒

設計に基づく極性小分子の活性化とそ
の重合体の合成」
　野崎氏は、反応機構の理解に基づい

て金属錯体触媒を合理的に設計し、一
酸化炭素や二酸化炭素、極性基置換エ
チレンなどの極性小分子の効率的活性
化と合成的利用を種々の反応において
達成した。特に重合反応への応用によ
る極性基含有高分子合成は特筆に値す
る。

　◇三浦雅博・
大阪大学大学院
工学研究科教授
「炭素－水素結

合の直接的変換を基盤とする分子構築
法の開発」
　三浦氏は、豊かな現代社会を支える
ための医薬品や各種有機機能性材料の
ような有機精密化学品の合成に資する
新しい効率的な反応手法開発に焦点を
当て、活発に研究を推進してきた。特

に、遷移金属触媒を用いた芳香族クロ
スカップリングにおいて、配向性官能
基制御による炭素－水素結合の切断を
伴う、炭素－炭素結合や炭素－ヘテロ
元素結合形成反応を先駆的に開発して
きた。さらに、配向性基に依存しない、
反応基質や金属触媒の特性を活かした
位置選択的カップリング反応も数多く
創出しており、標的分子の短段階構築
を可能とする炭素－水素結合直接変換
化学の発展に大きく貢献してきた。

　◇村上正浩・
京都大学大学院
工学研究科教授
「光エネルギー

と遷移金属を活用する分子変換手法の
開発」
　持続可能な社会の確立が喫緊の課題
となっている現在、有機合成化学の分
野には、入手の容易な化合物から出発

して、できるだけ短い工程と最小限の
単離操作で目的化合物のみを選択的
に、しかも高い原子効率で合成する手
法を提供することが求められている。
村上氏は、光のエネルギーや遷移金属
錯体触媒の特性を巧みに活用すること
で、単純な構造の入手容易な化合物を
直截的に変換する斬新で効率的な分子
変換手法を開発してきた。

　◇山下正廣・
東北大学材料科
学高等研究所教
授「非線形性と

量子効果を示すナノ金属錯体の科学」
　山下氏は、年以上前から金属錯体
を用いたナノサイエンスに取り組み、
磁性・伝導性・光物性などが相乗的に
作用する高次機能性ナノ金属錯体の研

究を世界に先駆けて行ってきた。ナノ
金属錯体研究で特に重要なキーワード
として「有機・無機複合電子系」「ナ
ノサイズ、ナノ空間」「自己集合、ボ
トムアップ」「非線形性、量子効果」
等を挙げることができるが、山下氏は
とりわけ「非線形性」と「量子効果」
に基づく多くの研究成果を挙げてき
た。

　◇塩谷光彦・
東京大学大学院
理学系研究科教
授「超分子金属

錯体の精密設計に基づく配列・空間・
動的機能の創出」
　塩谷氏は、配列情報に基づく分子や

金属イオンの自己集合現象、自己集合
体が形成するナノ空間や動的機能に着
目し、様々なタイプの超分子金属錯体
の合成と機能化を実現し、超分子化
学、錯体化学、生物無機化学の分野を
国際的に先導する顕著な業績を挙げて
きた。

　
日
本
化
学
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
を
受
け
、
３
月

日

か
ら

日
ま
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
第
１
０
０
春
季
年
会
を
中
止
し
た
。
た

だ
し
、
講
演
予
稿
集
を
予
定
通
り
発
行
し
た
こ
と
で
、
年
会
と
発
表
は
成
立
し

た
。
本
紙
で
は
、
年
会
成
立
を
受
け
て
、
今
回
授
賞
式
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

っ
た
学
会
賞
と
と
も
に
、
講
演
の
中
か
ら
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介
す
る
。

　
■
「
フ
ェ
ナ
セ
ン
側
鎖
を
有
す
る
１

２

ジ

オ
キ
セ
タ
ン
の
結
晶
依
存
型
化
学
発
光
特
性
の
評

価
」

　
電
気
通
信
大
学
大
学
院
情
報
理
工
学
研
究
科
の

平
野
誉
教
授
ら
は
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ス
タ
ル
化
学
発

光
系
を
創
製
し
、
外
部
刺
激
応
答
性
の
開
拓
と
作

用
機
序
解
明
に
基
づ
く
学
理
を
構
築
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
動
に
よ
る
発
光
性
増

強
と
結
晶
構
造
制
御
の
た
め
に
蛍
光
団
を
組
み
込

ん
だ
１

２

ジ
オ
キ
セ
タ
ン
誘
導
体
を
合
成

し
、
結
晶
状
態
で
の
化
学
発
光
（
Ｃ
Ｌ
）
特
性
を

調
査
し
た
結
果
、
分
子
構
造
の
立
体
化
学
が
関
与

す
る
結
晶
試
料
の
違
い
や
反
応
進
行
度
の
違
い
に

依
存
し
た
発
光
ス
ペ
ク
ト
ル
変
化
を
見
い
だ
す
と

共
に
、
円
偏
光
Ｃ
Ｌ
系
構
築
の
基
盤
を
築
く
こ
と

が
で
き
た
。

　
柔
ら
か
な
性
質
を
も
つ
分
子
性
結
晶
で
は
、
刺

激
応
答
型
の
相
転
移
や
結
合
組
み
換
え
が
物
性
変

化
と
し
て
表
れ
る
研
究
例
が
数
多
く
見
つ
か
り
、

そ
れ
ら
を
「
ソ
フ
ト
ク
リ
ス
タ
ル
」
と
名
付
け
、

特
異
な
物
性
発
現
の
学
理
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ス
タ
ル
内

で
の
化
学
反
応
の
可
視
化
に
有
効
な
結
晶
内
Ｃ
Ｌ

系
構
築
を
開
始
し
、
結
晶
試
料
の
加
熱
で
開
始
さ

れ
る
Ｃ
Ｌ
反
応
に
つ
い
て
、
発
光
特
性
と
速
度
論

の
結
晶
構
造
依
存
性
を
見
い
だ
し
、
結
晶
内
特
有

の
機
能
開
拓
の
基
盤
を
固
め
て
い
る
。

　
今
回
、
不
斉
炭
素
を
も
つ
１

２

ジ
オ
キ
セ

タ
ン
構
造
に
蛍
光
団
と
し
て
フ
ェ
ナ
セ
ン
（
フ
ェ

ナ
ン
ト
レ
ン
、
ク
リ
セ
ン
）
を
連
結
し
た
誘
導
体

を
合
成
し
、
結
晶
加
熱
に
よ
る
Ｃ
Ｌ
特
性
を
調
査

し
た
。
発
光
に
は
、
１

２

ジ
オ
キ
セ
タ
ン
部

位
由
来
の
励
起
分
子
に
よ
る
発
光
と
、
蛍
光
団
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
動
経
由
の
発
光
の
２
経
路
が
あ

る
。
ラ
セ
ミ
体
結
晶
で
は
、
試
料
に
よ
っ
て
２
経

路
の
発
光
が
異
な
る
比
率
で
混
ざ
り
、
結
晶
多
型

の
関
与
を
示
し
た
。
キ
ラ
ル
体
結
晶
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
移
動
型
発
光
の
み
を
示
し
、
反
応
進
行
に
依
存

し
た
ス
ペ
ク
ト
ル
変
化
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
結

晶
構
造
に
立
体
化
学
が
関
与
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
移

動
性
を
指
標
に
、
結
晶
内
の
分
子
配
列
を
予
想
で

き
、
ま
た
反
応
進
行
に
伴
う
結
晶
構
造
の
崩
壊
進

行
を
可
視
化
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
製
薬
業
界
を
中
心
に
古
く
か
ら
結
晶
内
反
応
の

解
析
は
重
要
課
題
だ
。
結
晶
内
Ｃ
Ｌ
は
、
反
応
進

行
が
発
光
で
可
視
化
で
き
、
結
晶
構
造
と
反
応

性
の
相
関
を
調
査
で
き
る
魅
力
的
な
研
究
対
象

で
あ
り
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ス
タ
ル
科
学
に
お
け
る

結
晶
内
反
応
の
学
理
構
築
に
貢
献
が
期
待
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
キ
ラ
ル
体
を
用
い
た
結
晶
内
Ｃ
Ｌ

は
円
偏
光
Ｃ
Ｌ
材
料
開
発
へ
の
展
開
を
可
能
に
し

た
。

　
■「Heterobimatallic (Fe/Os) Supramolecular

 Polymer for Electrochromic Application

」

　
物
質
・
材
料
研
究
機
構
機
能
性
材
料
研
究
拠
点

電
子
機
能
高
分
子
グ
ル
ー
プ
の
樋
口
昌
芳
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
ら
は
、
超
分
子
ポ
リ
マ
ー
の
新
し
い

合
成
手
法
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
２
種
類
の
金
属

イ
オ
ン
（
鉄
イ
オ
ン
と
オ
ス
ミ
ウ
ム
イ
オ
ン
）
が

交
互
に
並
ん
だ
超
分
子
ポ
リ
マ
ー
の
合
成
に
世
界

で
初
め
て
成
功
し
た
。

　
こ
の
ポ
リ
マ
ー
を
電
極
上
に
製
膜
し
て
電
気
を

流
す
こ
と
で
、
２
種
類
の
金
属
の
酸
化
状
態
に
応

じ
て
３
つ
の
色
に
変
わ
る
特
性
（
マ
ル
チ
カ
ラ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ク
ロ
ミ
ッ
ク
特
性
）
を
発
見
し
た
。

メ
モ
リ
性
が
あ
る
（
色
が
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
電

気
を
切
る
と
そ
の
色
が
維
持
さ
れ
る
）
た
め
、
超

低
消
費
電
力
表
示
素
子
と
し
て
、
将
来
、
駅
の
ホ

ー
ム
の
電
子
掲
示
板
や
商
品
の
電
子
値
札
な
ど
、

多
色
性
を
生
か
し
た
幅
広
い
利
用
が
期
待
さ
れ

る
。

　
■
「
豊
富
・
安
定
化
合
物
の
新
し
い
利
用
法
の

開
拓
」

　
理
化
学
研
究
所
環
境
資
源
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

の
浅
子
壮
美
上
級
研
究
員
ら
は
、
現
代
有
機
合
成

に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
資
源
偏
在
や
価
格
高
騰

の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
リ
チ
ウ
ム
（
Ｌ
ｉ
）
化
合
物

を
代
替
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
豊
富
で
安
価
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
Ｎ

ａ
）
化
合
物
を
用
い
た
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
合
成
法

の
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。
今
回
の
研
究
で

は
、金
属
ナ
ト
リ
ウ
ム
分
散
体
を
用
い
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
有
機
Ｎ
ａ
化
合
物
を
簡
便
に
調
製
で

き
る
こ
と
、
さ
ら
に
得
ら
れ
た
Ｎ
ａ
化
合
物
を
ク

ロ
ス
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
反
応
へ
利
用
で
き
る
こ
と
を

見
い
だ
し
た
。

　
有
機
Ｌ
ｉ
化
合
物
は
一
般
に
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
ア

リ
ー
ル
の
２
電
子
還
元
、ハ
ロ
ゲ
ン

金
属
交
換
、

ア
レ
ー
ン
の
脱
プ
ロ
ト
ン
に
よ
り
得
ら
れ
る
。
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
調
製
法
に
お
い

て
Ｌ
ｉ
を
Ｎ
ａ
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
成
功
し
、

調
製
可
能
な
Ｎ
ａ
化
合
物
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
大

幅
に
増
え
た
。
さ
ら
に
、
Ｎ
ａ
化
合
物
を
直
接
も

し
く
は
亜
鉛
や
ホ
ウ
素
化
合
物
へ
変
換
後
に
求
核

剤
と
し
て
用
い
る
と
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
触
媒
に
よ
る

種
々
の
ク
ロ
ス
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
反
応
が
円
滑
に
進

行
し
た
。
こ
れ
ら
の
反
応
に
お
い
て
、
塊
状
Ｎ
ａ

で
は
な
く
Ｎ
ａ
分
散
体
を
用
い
る
こ
と
で
反
応
効

率
が
劇
的
に
向
上
す
る
。

　
有
機
Ｎ
ａ
化
合
物
は
、
１
世
紀
近
く
に
わ
た
り

有
機
Ｌ
ｉ
化
合
物
の
陰
に
隠
れ
、
ほ
と
ん
ど
利
用

さ
れ
ず
に
い
た
。
有
機
Ｎ
ａ
化
学
の
開
拓
は
、
基

礎
科
学
の
観
点
か
ら
興
味
深
い
だ
け
で
な
く
、
Ｌ

ｉ
依
存
か
ら
脱
却
し
将
来
起
こ
り
う
る
資
源
リ
ス

ク
を
回
避
す
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
研
究
グ

ル
ー
プ
で
は
今
後
、
よ
り
多
種
多
様
な
有
機
Ｎ
ａ

化
合
物
の
調
製
法
・
利
用
法
の
開
発
を
通
し
て
そ

の
有
用
性
を
示
し
続
け
る
こ
と
で
、
学
術
界
・
産

業
界
に
お
い
て
、
Ｎ
ａ
を
基
盤
と
す
る
有
機
合
成

の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
合
成
法
と
し
て
の
地
位
確
立

を
目
指
す
。
ま
た
、
高
価
な
パ
ラ
ジ
ウ
ム
触
媒
の

代
替
と
し
て
、
安
価
で
資
源
豊
富
な
触
媒
（
例
え

ば
鉄
触
媒
）
を
利
用
す
る
技
術
開
発
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
い
う
。

　
■
「
分
子
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
／
ポ
ス
ト
イ

ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
修
飾
に
よ
る
高
感
度
腫
瘍
マ

ー
カ
ー
セ
ン
シ
ン
グ
材
料
の
開
発
」

　
神
戸
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
砂
山
博
文
准

教
授
ら
は
、
安
定
・
安
価
な
人
工
高
分
子
（
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
）
で
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
タ
ン
パ
ク
質
の
型

を
取
る
技
術
（
分
子
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
）
を

巧
み
に
利
用
し
、
前
立
腺
ガ
ン
の
マ
ー
カ
ー
で
あ

る
前
立
腺
特
異
抗
原
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
の
高
感
度
・
高

選
択
検
出
に
成
功
し
た
。

　
ガ
ン
の
診
断
に
は
血
液
中
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
を

測
定
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
そ
こ
で
用
い
ら

れ
る
抗
体
は
高
価
で
不
安
定
で
あ
る
。
ま
た
測
定

に
は
煩
雑
な
操
作
が
伴
う
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら

に
代
わ
る
材
料
と
し
て
、
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
分

子
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
基
盤
と
し
た
人

工
材
料
ベ
ー
ス
の
分
子
認
識
材
料
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
抗
体
）
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
分
子
イ
ン
プ

リ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
標
的
分
子
の
「
型
」
を
高
分
子

で
と
る
こ
と
で
、
高
分
子
に
標
的
分
子
が
は
ま
り

込
む
く
ぼ
み
を
作
り
出
す
技
術
。
こ
の
「
型
」
を

取
る
際
に
よ
り
強
く
標
的
分
子
と
相
互
作
用
す
る

よ
う
に
機
能
性
モ
ノ
マ
ー
と
相
互
作
用
す
る
モ
ノ

マ
ー
を
加
え
る
が
、
こ
れ
が
く
ぼ
み
部
分
以
外
の

と
こ
ろ
に
組
み
込
ま
れ
る
と
、
目
的
と
す
る
分
子

以
外
も
吸
着
す
る
こ
と
で
測
定
の
精
度
が
低
下
す

る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
標
的
分
子
の
く
ぼ

み
と
そ
れ
以
外
の
場
所
と
の
相
互
作
用
の
強
さ
の

違
い
を
利
用
し
て
、
う
ま
く
で
き
た
く
ぼ
み
部
分

の
み
を
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
ま
ず
、
機
能

性
モ
ノ
マ
ー
と
し
て
標
的
分
子
（
こ
こ
で
は
前
立

腺
ガ
ン
の
マ
ー
カ
ー
分
子
で
あ
る
前
立
腺
特
異
抗

原
Ｐ
Ｓ
Ａ
を
使
用
）
と
の
相
互
作
用
部
位
（
カ
ル

ボ
ン
酸
）
と
修
飾
可
能
部
位
（
ア
ミ
ノ
基
）
を
有

す
る
も
の
を
合
成
し
て
、
こ
れ
を
用
い
て
分
子
イ

ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
く
ぼ

み
に
の
み
Ｐ
Ｓ
Ａ
が
吸
着
す
る
よ
う
に
低
濃
度

（
ナ
ノ
モ
ル
レ
ベ
ル
）
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
を
加
え
て
く
ぼ

み
を
Ｐ
Ｓ
Ａ
で
ふ
さ
ぎ
、
そ
の
状
態
で
ア
ミ
ノ
基

反
応
し
、
機
能
性
モ
ノ
マ
ー
の
相
互
作
用
を
阻
害

す
る
化
合
物
（
キ
ャ
ッ
ピ
ン
グ
剤
、
こ
こ
で
は
オ

リ
ゴ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
を
使
用
）
を
添
加
す

る
。最
後
に
結
合
し
て
い
た
Ｐ
Ｓ
Ａ
を
洗
い
出
し
、

く
ぼ
み
部
分
を
再
生
す
る
。
　

　
こ
の
修
飾
の
前
後
で
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
結
合
挙
動
を
観

察
し
た
と
こ
ろ
、
修
飾
の
後
に
多
少
の
結
合
量
の

減
少
は
観
察
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
合
の
強
さ
と
抗

体
に
匹
敵
す
る
結
合
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
、
ヒ
ト
血
中
の
主
要
タ
ン
パ
ク
質

で
あ
る
ア
ル
ブ
ミ
ン
（
Ｈ
Ｓ
Ａ
）
と
グ
ロ
ブ
リ
ン

（
Ｉ
ｇ
Ｇ
）
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

修
飾
前
で
は
Ｈ
Ｓ
Ａ
お
よ
び
Ｉ
ｇ
Ｇ
の
非
特
異
的

な
結
合
が
観
察
さ
れ
た
が
、
修
飾
後
に
は
Ｈ
Ｓ
Ａ

で

％
、
Ｉ
ｇ
Ｇ
で

％
結
合
量
を
低
減
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
に
対
し
て
高
い
選
択
性

を
有
す
る
材
料
が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
く
ぼ
み

内
の
機
能
性
モ
ノ
マ
ー
部
分
に
蛍
光
分
子
を
反
応

さ
せ
た
と
こ
ろ
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
量
に
応
答
し
て
蛍
光

変
化
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
追
加
の
試
薬
の
な

い
迅
速
・
簡
易
な
高
感
度
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
セ
ン

シ
ン
グ
材
料
が
作
製
で
き
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。

　
今
後
、
微
量
実
サ
ン
プ
ル
中
で
の
応
用
を
目
指

し
て
さ
ら
な
る
高
感
度
・
高
選
択
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
技
術
を
基
盤
と
し
て
現
在
、
新

た
な
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

細
胞
外
小
胞
（
Ｅ
Ｖ
ｓ
）
の
超
高
感
度
検
出
材
料

の
開
発
に
挑
戦
し
て
い
る
と
い
う
。

　
■
「
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
／
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
向
け

革
新
的
マ
ル
チ
ブ
ロ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
剤
」

　
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
環
境

汚
染
問
題
解
決
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
だ
が
、
世

界
の
プ
ラ
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
比
率
は

依
然
低
く
、
９
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
多
く
の

プ
ラ
廃
棄
物
の
分
離
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
、
理

由
の
一
つ
だ
。
異
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
同
士
は

本
質
的
に
混
ざ
り
合
わ
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
を
混

ぜ
合
わ
せ
る
と
通
常
、
機
械
特
性
は
大
幅
に
低

下
し
、
実
用
に
耐
え
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
化

す
。

　
汎
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
あ
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ

レ
フ
タ
レ
ー
ト
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
と
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

（
Ｐ
Ｅ
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
酸
素
・
水
蒸
気
バ
リ
ア

性
に
優
れ
、
良
好
な
成
形
加
工
性
が
あ
る
た
め
、

多
層
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
包
装
容
器
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
多
成
分
材
料
は
分
離
が

特
に
難
し
い
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
困
難
で
、
海

洋
汚
染
の
主
因
と
な
り
や
す
い
。

　
東
レ
化
成
品
研
究
所
の
野
村
圭
一
郎
研
究
員
ら

は
、
こ
の
問
題
を
解
消
す
べ
く
使
用
時
に
は
接
着

層
と
な
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
時
に
は
２
成
分
を
効
率

良
く
混
和
し
、
両
者
の
特
性
を
引
き
出
す
こ
と
が

可
能
な
相
容
化
剤
と
な
り
得
る
新
規
マ
ル
チ
ブ
ロ

ッ
ク
コ
ポ
リ
マ
ー
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
リ
サ
イ
ク
ル
剤

を
開
発
し
た
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
Ｐ
Ｅ
分
子
鎖
の
両
者
が
交
互
に
多
数

連
結
し
、
分
子
鎖
絡
み
合
い
を
制
御
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ


Ｐ
Ｅ
　
Ｍ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
新
た
に
合
成
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

お
よ
び
Ｐ
Ｅ
フ
ィ
ル
ム
間
の
接
着
層
と
し
て
用

い
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
接
着
し
な
い
２
層
界
面
の
強

度
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
接
着
強
度
が
７
０
０
倍

以
上
と
な
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
さ
ら
に
、
フ

ィ
ル
ム
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
模
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｐ
Ｅ

混
合
物
（
ポ
リ
マ
ー
ブ
レ
ン
ド
）
に
わ
ず
か
０
・

５
重
量
％
の
Ｍ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
添
加
す
る
こ
と
で
、
非

常
に
脆
い
混
合
物
の
機
械
特
性
を
大
き
く
改
善

し
、
引
張
伸
度
を
未
添
加
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｐ
Ｅ
の

倍

以
上
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ

は
原
料
で
あ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
特
性
を
大
き
く
上
回

る
。

　
混
合
物
中
の
２
種
ポ
リ
マ
ー
の
界
面
張
力
が
減

少
し
両
者
が
良
く
混
和
さ
れ
た
上
、
界
面
が
Ｍ
Ｂ

Ｃ
Ｐ
に
特
異
的
な
分
子
鎖
の
絡
み
合
い
に
よ
り
強

化
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。一
方
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
、

Ｐ
Ｅ
分
子
鎖
の
連
結
数
が
少
な
い
ト
リ
ブ
ロ
ッ
ク

コ
ポ
リ
マ
ー
を
用
い
た
場
合
に
は
こ
れ
ら
の
改
善

効
果
は
小
さ
く
（
接
着
力
５
倍
、
引
張
伸
度
１
・

３
倍
）
、
こ
の
効
果
は
Ｍ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
特
有
の
効
果
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
回
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
他
ポ
リ
マ
ー
系
へ
も
応

用
可
能
な
技
術
で
あ
り
、
さ
ら
に
原
材
料
以
上
の

性
能
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
）ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

廃
棄
物
の
削
減
が
可
能
な
将
来
の
有
望
な
技
術
の

一
つ
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。



年度学会各賞

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
中
止

研
究
助
成
金
と
国
際
学
術
交
流
補
助
金
受
領
者

薬
学
研
究
奨
励
財
団
が
決
定

予
定
さ
れ
て
い
た
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日
本
薬
学
会
が
選
定
し
た
２
０
２
０
年
度
日
本
薬
学
会
賞
ほ
か
各
賞
の
受
賞
業

績
、
受
賞
者
、
所
属
は
次
の
通
り
。

■
薬
学
会
賞

　
◇
分
子
・
細
胞
・
臓
器
リ
ズ
ム
を
基
軸
に
し

た
時
間
創
薬
育
薬
研
究
（
大
戸
茂
弘
・
九
大
院

薬
教
授
）

　
◇
新
規
反
応
開
発
を
基
盤
と
す
る
多
環
性
天

然
物
合
成
（
西
田
篤
司
・
千
葉
大
院
薬
教
授
）

　
◇
独
自
の
創
薬
手
法
・
戦
略
に
基
づ
く
生
物

応
答
調
節
剤
の
創
製
研
究
（
橋
本
祐
一
・
東
大

定
量
研
教
授
）

　
◇
生
体
膜
を
標
的
と
す
る
機
能
性
ペ
プ
チ
ド


分
子
設
計
と
作
用
機
序
（
二
木
史
朗
・
京
大

化
研
教
授
）

■
学
術
貢
献
賞

　
第
１
Ｂ
部
門

　
◇
伝
承
薬
物
に
含
ま
れ
る
生
体
機
能
性
分
子

の
薬
理
学
的
解
明
研
究
（
松
田
久
司
・
京
都
薬

大
教
授
）

　
第
４
Ａ
部
門

　
◇
ｉ
ｎ
　
ｖ
ｉ
ｔ
ｒ
ｏ
血
液
脳
関
門
モ
デ
ル

お
よ
び
マ
イ
ク
ロ
ダ
イ
ア
リ
シ
ス
法
を
用
い
た

薬
物
の
血
液
脳
関
門
輸
送
機
構
解
析
（
出
口
芳

春
・
帝
京
大
薬
教
授
）

■
学
術
振
興
賞

　
第
４
Ａ
部
門

　
◇
細
胞
内
環
境
応
答
性
を
示
す
脂
質
様
材
料

の
開
発
と
マ
ル
チ
創
剤
基
盤
技
術
と
し
て
の
展

開
（
秋
田
英
万
・
千
葉
大
院
薬
教
授
）

■
奨
励
賞

　
◇
微
生
物
か
ら
の
医
薬
品
骨
格
生
合
成
酵
素

の
発
掘
と
利
用
（
淡
川
孝
義
・
東
大
院
薬
准
教

授
）

　
◇
膜
タ
ン
パ
ク
質
の
生
理
機
能
解
明
に
基
づ

く
新
規
薬
物
標
的
候
補
分
子
の
同
定
（
市
村
敦

彦
・
京
大
院
薬
助
教
）

　
◇
創
薬
テ
ン
プ
レ
ー
ト
構
築
を
指
向
し
た
異

常
ア
ミ
ノ
酸
お
よ
び
そ
れ
を
含
有
す
る
ペ
プ
チ

ド
の
合
成
法
開
発
（
猪
熊
翼
・
徳
島
大
院
医
歯

薬
助
教
）

　
◇
位
置
選
択
的
分
子
変
換
法
の
開
発

水
酸

基
の
ア
シ
ル
化
と
Ｃ

Ｈ
ア
ミ
ノ
化
（
上
田
善

弘
・
京
大
化
研
助
教
）

　
◇
定
量
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
に
基
づ
く
血
液
脳

関
門
の
輸
送
機
能
お
よ
び
病
態
変
動
機
構
の
解

明
（
内
田
康
雄
・
東
北
大
院
薬
講
師
）

　
◇
機
能
性
ナ
ノ
粒
子
を
用
い
た
難
治
性
疾
患

治
療
法
の
開
発
（
小
出
裕
之
・
静
岡
県
大
薬
講

師
）

　
◇
血
液
輸
送
タ
ン
パ
ク
質
の
Ｄ
Ｄ
Ｓ
担
体
と

し
て
の
機
能
を
基
盤
と
す
る
難
治
性
疾
患
や
癌

治
療
の
創
剤
的
戦
略
（
田
口
和
明
・
慶
應
大
薬

専
任
講
師
）

　
◇
化
学
選
択
性
の
精
密
制
御
の
た
め
の
触
媒

反
応
開
発
（
矢
崎
亮
・
九
大
院
薬
助
教
）

■
創
薬
科
学
賞

　
◇
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
お
よ
び
Ｆ
Ｇ
Ｆ
受
容
体
キ
ナ
ー

ゼ
阻
害
に
基
づ
く
抗
腫
瘍
剤
レ
ン
バ
チ
ニ
ブ
の

創
製
（
船
橋
泰
博
・
エ
ー
ザ
イ
　
オ
ン
コ
ロ
ジ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
　
デ
ピ
ュ
テ
ィ
チ
ー
フ

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
オ
フ
ィ
サ
ー
、
鶴
岡

明
彦
・
エ
ー
ザ
イ
理
事
／
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
グ
ル
ー
プ
　
メ
デ
ィ
ス
ン
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
日
本
・
ア
ジ
ア
臨
床
開
発
部
部
長
、
松
井
順

二
・
エ
ー
ザ
イ
　
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
グ

ル
ー
プ
　
デ
ピ
ュ
テ
ィ
チ
ー
フ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
オ
フ
ィ
サ
ー
、
松
嶋
知
広
・
エ
ー
ザ
イ
　
オ

ン
コ
ロ
ジ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
　
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
部
部
長
、
宮
崎
和
城
・
大
原
薬
品
工
業
研

究
開
発
本
部
創
薬
企
画
部
部
長
）

　
◇
末
梢
性
μ
オ
ピ
オ
イ
ド
受
容
体
拮
抗
薬
ナ

ル
デ
メ
ジ
ン
の
創
薬
研
究
（
金
政
利
幸
・
塩
野

義
製
薬
経
営
戦
略
部
経
営
企
画
部
、
稲
垣
雅
尚

・
塩
野
義
製
薬
創
薬
化
学
研
究
所
中
分
子
創
薬

部
門
主
幹
研
究
員
、
鈴
木
勉
・
星
薬
大
薬
、
横

田
隆
明
・
塩
野
義
製
薬
医
薬
開
発
本
部
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
、
長
谷
川
稔
・
塩
野

義
製
薬
医
薬
研
究
本
部
創
薬
疾
患
研
究
所
長
）

■
功
労
賞

　
◇
平
井
功
一
（
薬
学
研
究
奨
励
財
団
理
事
）

■
佐
藤
記
念
国
内
賞

　
◇
診
療
デ
ー
タ
と
Ｄ
ｒ
ｕ
ｇ
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
を

基
盤
と
し
た
臨
床
薬
物
動
態
解
析
（
辻
康
弘
・

日
本
大
薬
教
授
）

■
佐
藤
記
念
国
際
賞

　
◇Paul.J.Hergenrother

（
米
国
イ
リ
ノ
イ
大

学
化
学
教
授
）

　
薬
学
研
究
奨
励
財
団
は
、
日
本
薬
学
会
創
立
１
０
０
周
年
（
昭
和

年
４
月
）
を
機
会
に
、


世
紀
に
向
け
て
日
本
の
薬
学
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
人
類
の
健
康
と
福
祉
に
貢
献
す
る

た
め
に
設
立
さ
れ
た
。

　
財
団
の
研
究
助
成
事
業
と
し
て
は
、
自
然
科
学
研
究
、
特
に
薬
学
の
基
礎
お
よ
び
応
用
に
関
す

る
研
究
等
の
助
成
、
主
と
し
て
、
①
薬
学
お
よ
び
関
連
分
野
の
基
礎
的
研
究
に
対
す
る
援
助
、
②

わ
が
国
の
研
究
者
の
海
外
派
遣
、
そ
の
他
国
際
学
術
交
流
に
対
す
る
援
助
が
あ
る
。

　
今
回
の
研
究
助
成
は
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
（
対
象

基
礎
的
研
究
の
う
ち
、
化
学
系
、
物
理
系
、
生

物
系
、
医
療
系
の
各
分
野
お
よ
び
こ
れ
ら
の
複
合
分
野
の
研
究
）
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
対
象

医
療

現
場
＜
薬
剤
部
・
薬
局
等
＞
に
お
け
る
研
究
、
伝
統
医
薬
に
関
連
し
た
研
究
、
衛
生
化
学
・
環
境

化
学
を
指
向
し
た
研
究
、
医
薬
品
・
医
療
分
野
に
お
け
る
分
析
を
対
象
と
し
た
研
究
、
社
会
薬
学

・
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
お
よ
び
こ
れ
ら
の
複
合
分
野
の
研
究
）
に
贈
ら
れ
る
。

　年会では、「『創』と『療』
の伝承と革新、そして新たな
時代の幕開け」をテーマに掲
げていただけに、盛りだくさ
んの一般口頭発表論文が予定
されていた。その中から、独
自に選んだ論文のテーマ、研
究者・所属を紹介する。

　
【
化
学
系
薬
学
】

　
◇
ペ
プ
チ
ド
チ
オ
酸
を
用
い
た
ペ

プ
チ
ド
合
成
法
の
開
発
（
笹
本
晃
生

・
東
大
院
薬
ほ
か
）

　
◇
デ
ヒ
ド
ロ
ア
ン
ト
フ
ィ
ン
の
第

二
世
代
全
合
成
研
究
（
山
崎
直
人
・

徳
島
文
理
大
薬
ほ
か
）

　
◇
乳
ガ
ン
細
胞
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ｇ

３

Ｐ
Ｈ
Ｂ
２
相
互
作
用
を
標
的
と

し
た
高
持
続
性
架
橋
ペ
プ
チ
ド
の
開

発
（
安
養
寺
啓
太
央
・
徳
島
大
院
薬

ほ
か
）

　
◇
３
本
鎖
Ｄ
Ｎ
Ａ
形
成
領
域
の
拡

張
を
目
指
し
た
５

メ
チ
ル
化
Ｃ
Ｇ

塩
基
対
を
認
識
可
能
な
人
工
核
酸
の

開
発
（
納
富
亮
太
朗
・
九
大
院
薬
ほ

か
）

　
◇
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
の
ス
ト
レ
ス

応
答
で
発
現
す
る
酵
素
群
を
利
用
し

た
機
能
性
ス
ピ
ロ
オ
キ
シ
イ
ン
ド
ー

ル
の
開
発
研
究
（
笠
香
織
・
京
都
薬

大
ほ
か
）

　
◇
希
少
天
然
物
の
構
造
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
高
感
度
ラ
ベ
ル
化
剤
の
開

発
（
箕
手
万
由
里
・
京
大
薬
ほ
か
）

　
◇
血
液
脳
関
門
を
透
過
可
能
な
光

酸
素
化
触
媒
と
低
侵
襲
的
な
脳
内
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
光
酸
素
化
（
永
島
臨
・

東
大
院
薬
ほ
か
）

　
◇
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
形
成
阻
害
剤

の
開
発
を
目
標
と
し
た
多
環
式
ピ
リ

ド
ン
誘
導
体
の
合
成
（
木
村
由
・
城

西
大
薬
ほ
か
）

　
◇
フ
ラ
ン
の
脱
水
型
不
斉
ア
リ
ル

化
反
応
を
基
軸
と
す
る
モ
ル
ヒ
ネ
の

合
成
研
究
（
岩
瀬
翔
太
郎
・
名
大
院

創
薬
ほ
か
）

　
◇
ゼ
ル
ン
ボ
ン
を
利
用
し
た
新
規

環
状
化
合
物
の
構
築
と
そ
れ
ら
の
ガ

ン
細
胞
増
殖
抑
制
効
果
（
宇
高
芳
美

・
近
畿
大
院
農
ほ
か
）

　
◇
マ
ル
チ
カ
ラ
ー
細
胞
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
の
た
め
の
近
赤
外
蛍
光
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
イ
オ
ン
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発

（
蛭
田
勇
樹
・
慶
応
大
理
工
ほ
か
）

　
【
物
理
系
薬
学
】

　
◇
水
素
ガ
ス
を
用
い
た
常
温
・
低

磁
場
核
偏
極
に
よ
る
安
定
同
位
体
Ｐ

Ｅ
Ｔ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
開
発
（
松
元

慎
吾
・
北
大
院
情
報
ほ
か
）

　
◇
腎
集
積
低
減
を
目
指
し
た
炭
酸

脱
水
酵
素
Ｉ
Ｘ
を
標
的
と
す
る
放
射

性
金
属
錯
体
の
合
成
と
評
価
（
岡
田

祐
哉
・
京
大
院
薬
ほ
か
）

　
◇
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
断
片
中
に
お
け

る
ア
ミ
ノ
酸
異
性
化
の
速
度
の
比
較

～
リ
ア
ル
タ
イ
ム
１
Ｈ
Ｎ
Ｍ
Ｒ
に
よ

る
複
数
残
基
同
時
測
定
を
用
い
て

（
安
岐
健
三
・
姫
路
獨
協
大
薬
ほ
か
）

　
【
生
物
系
薬
学
】

　
◇
ド
キ
ソ
ル
ビ
シ
ン
誘
導
性
心
毒

性
を
抑
制
す
る
天
然
化
合
物
の
探
索

（
望
月
沙
穂
・
静
岡
県
大
薬
ほ
か
）

　
◇
脳
特
異
的
Ｇ
Ｐ
ｘ
４
欠
損
マ
ウ

ス
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
投
与
量
の
違
い
に

よ
る
致
死
抑
制
効
果
の
検
討
（
三
藤

真
純
・
北
里
大
薬
ほ
か
）

　
◇
環
境
化
学
物
質
暴
露
の
神
経
分

化
に
及
ぼ
す
影
響
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
メ
チ
ル

化
の
関
与
（
野
川
斐
奈
・
岐
阜
薬
大

ほ
か
）

　
◇
潰
瘍
性
大
腸
炎
モ
デ
ル
に
お
け

る
グ
ル
タ
チ
オ
ン
経
口
投
与
に
よ
る

抗
炎
症
効
果
（
東
和
生
・
鳥
取
大
農

ほ
か
）

　
◇
敗
血
症
モ
デ
ル
に
お
け
る
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
Ｃ
Ｄ
１
６
３
の
炎
症
抑

制
作
用
（
藤
原
章
雄
・
熊
本
大
院
生

命
科
学
ほ
か
）

　
◇
う
つ
病
に
お
け
る
骨
髄
由
来
免

疫
抑
制
細
胞
の
寄
与
に
関
す
る
解
析

（
池
上
珠
未
・
阪
大
院
薬
ほ
か
）

　
◇
間
葉
系
幹
細
胞
由
来
新
規
幹
細

胞
を
用
い
た
モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
の
脊
髄

損
傷
治
療
（
山
崎
勤
・
就
実
大
薬
ほ

か
）

　
◇
脳
梗
塞
後
の
脳
内
炎
症
反
応
に

対
す
る
ア
ン
チ
ト
ロ
ン
ビ
ン
Ⅲ
の
治

療
効
果
（
中
野
貴
文
・
福
岡
大
薬
ほ

か
）

　　
【
環
境
・
衛
生
系
薬
学
】

　
◇
加
熱
式
た
ば
こ
気
化
蒸
気
の
胎

児
期
暴
露
が
雄
性
出
生
児
の
免
疫
系

に
与
え
る
影
響
（
吉
田
成
一
・
大
分

看
科
大
ほ
か
）

　
【
医
療
系
薬
学
】

　
◇
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
三
次
元

培
養
皮
膚
を
用
い
た
薬
物
の
経
皮
吸

収
性
お
よ
び
毒
性
の
評
価
（
内
藤
千

尋
・
京
薬
大
ほ
か
）

　
◇
薬
剤

副
作
用
間
距
離
を
用
い

た
薬
剤
副
作
用
の
発
現
予
測
法
の
開

発
と
そ
の
妥
当
性
の
検
証
（
渡
部
輝

明
・
東
北
医
薬
大
薬
ほ
か
）

　
◇
感
染
症
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

促
進
に
向
け
た
日
本
・
米
国
・
欧
州

・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
開
発
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

比
較
検
討
（
野
田
清
仁
・
東
理
大
薬

ほ
か
）

　
◇
薬
剤

副
間
距
離
を
用
い
た
薬

剤
副
作
用
の
発
現
予
測
法
の
開
発
と

そ
の
妥
当
性
の
検
証
（
渡
部
輝
明
・

東
北
医
薬
大
薬
ほ
か
）

　
◇
心
筋
梗
塞
で
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
引
き
抜
き
能
の
臨
床
的
意
義
を
解

明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
探
索
的
臨

床
研
究
（
松
本
英
理
香
・
熊
本
大
薬

ほ
か
）

　
◇
実
験
計
画
法
を
用
い
た
新
規
間

葉
系
幹
細
胞
製
剤
の
製
剤
設
計
（
近

藤
雄
哉
・
東
理
大
院
薬
ほ
か
）

　
◇
成
人
心
臓
移
植
患
者
の
タ
ク
ロ

リ
ム
ス
血
中
濃
度
デ
ー
タ
を
用
い
た

母
集
団
薬
物
動
態
解
析
（
近
藤
研
太

朗
・
阪
大
薬
ほ
か
）

　
◇
化
学
構
造
を
用
い
た
血
液
透
析

に
お
け
る
薬
物
除
去
率
の
予
測
（
錦

織
功
延
・
明
治
薬
大
附
属
薬
局
ほ
か
）

　
◇
日
本
に
お
け
る
副
作
用
に
起
因

し
た
死
亡
率
の
傾
向
に
関
す
る
全
国

規
模
の
観
察
研
究
（
船
橋
智
子
・
岡

山
大
院
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
融
合
科
学

ほ
か
）

　
◇
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
長
期
病
態

進
行
の
Ｓ
Ｒ
ｅ
Ｆ
Ｔ
を
用
い
た
解
析

（
神
亮
太
・
千
葉
大
院
薬
ほ
か
）

　
【
そ
の
他
】

　
◇
薬
学
教
育
と
他
の
医
療
人
教
育

に
お
け
る
〝
死
〟
の
教
育
の
実
施
状

況
の
比
較
（
押
尾
茂
・
奥
羽
大
薬
ほ

か
）

　
◇
高
度
薬
学
管
理
機
能
強
化
を
目

的
と
し
た
北
里
大
学
病
院
お
け
る
薬

局
薬
剤
師
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
報

告
（
婦
川
貴
博
・
北
里
大
薬
ほ
か
）

▼
Ⅰ
　
研
究
助
成
金

　
【
グ
ル
ー
プ
Ａ
】
（
１
件

万
円
、

件
、
総

額
８
０
０
万
円
）

　
◇
オ
ー
フ
ァ
ン
輸
送
体
Ｍ
Ｃ
Ｔ
８
の
抗
て
ん
か

ん
薬
輸
送
へ
の
重
要
性
実
証
と
個
別
化
療
法
確
立

へ
の
展
開
（
赤
沼
伸
乙
・
富
山
大
学
大
学
院
医
学

薬
学
研
究
部
助
教
）

　
◇
Ｔ
細
胞
機
能
分
化
に
お
け
る
脂
肪
滴

ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
連
携
の
役
割
解
明
（
遠
藤
裕
介
・
か

ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
先
端
研
究
開
発
部
オ
ミ
ッ
ク

ス
医
科
学
研
究
室
室
長
）

　
◇
上
衣
細
胞
分
化
の
異
常
に
よ
る
上
衣
腫
発
症

機
構
の
解
明
（
大
畑
慎
也
・
武
蔵
野
大
学
薬
学
部

講
師
）

　
◇
多
彩
な
機
能
を
有
す
る
Ｎ
Ｏ
搭
載
腎
臓
標
的

型
Ｄ
Ｄ
Ｓ
ナ
ノ
キ
ャ
リ
ア
の
開
発
に
よ
る
腎
細
胞

癌
治
療
法
の
構
築
（
勝
見
英
正
・
京
都
薬
科
大
学

准
教
授
）

　
◇
ｍ
ｉ
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
標
的
と
す
る
遺
伝
子
と
の
相

互
作
用
に
着
目
し
た
薬
剤
性
肺
障
害
誘
発
機
構
の

解
明
（
川
見
昌
史
・
広
島
大
学
大
学
院
医
系
科
学

研
究
科
助
教
）

　
◇
非
定
型
抗
精
神
病
薬
ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
薬
効
に

関
わ
る
神
経
基
盤
の
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
解
析
（
勢
力

薫
・
大
阪
大
学
国
際
共
創
大
学
院
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
推
進
機
構
特
任
助
教
）

　
◇
複
合
ブ
レ
ン
ス
テ
ッ
ド
塩
基
を
用
い
た
芳
香

族
炭
素
（
ｓ
ｐ

）

水
素
結
合
の
実
践
的
カ
ル

ボ
キ
シ
ル
化
反
応
（
重
野
真
徳
・
東
北
大
学
大
学

院
薬
学
研
究
科
講
師
）

　
◇
糖
尿
病
時
増
加
し
た
血
中
マ
イ
ク
ロ
パ
ー
テ

ィ
ク
ル
に
よ
る
血
管
内
皮
障
害
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
（
田
口
久
美
子
・
星
薬
科
大
学
医
薬
品
化

学
研
究
所
講
師
）

　
◇
高
分
解
能
立
体
構
造
解
析
か
ら
明
ら
か
に
す

る
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｒ
γ
の
核
輸
送
機
構
（
藤
間
祥
子
・
奈

良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
先
端
科
学
技
術
研

究
科
准
教
授
）

　
◇
配
位
子
に
よ
る
反
応
の
位
置
選
択
性
制
御
を

活
用
し
た

Ｈ

ピ
ロ
ー
ル
類
の
ア
リ
ー
ル
化
に

よ
る
多
置
換
ピ
ロ
ー
ル
類
合
成
法
の
開
発
（
山
口

深
雪
・
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
助
教
）

　
【
グ
ル
ー
プ
Ｂ
】
（
１
件

万
円
、
８
件
、
総

額
５
６
０
万
円
）

　
◇
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
の
有
効
性

に
影
響
を
及
ぼ
す
併
用
薬
と
腸
内
細
菌
叢
の
臨
床

及
び
基
礎
研
究
（
河
添
仁
・
慶
應
義
塾
大
学
薬
学

部
専
任
講
師
）

　
◇
炎
症
性
腸
疾
患
に
対
す
る
抗
Ｔ
Ｎ
Ｆ
α
抗
体

製
剤
の
治
療
効
果
減
弱
の
原
因
解
明
を
目
的
と
し

た
新
規
評
価
法
の
構
築
（
木
村
耕
二
・
東
京
薬
科

大
学
薬
学
部
助
手
）

　
◇
抗
酸
化
作
用
に
着
目
し
た
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
起

因
性
腎
障
害
の
新
規
軽
減
法
の
探
索
（
齋
藤
佳
敬

・
北
海
道
大
学
病
院
薬
剤
部
薬
剤
師
）

　
◇
核
内
受
容
体
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
ヒ
ト
型
変
異
導
入
マ

ウ
ス
を
用
い
た
肝
発
が
ん
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
機

序
解
析
（
志
津
怜
太
・
静
岡
県
立
大
学
薬
学
部
助

教
）

　
◇
ヒ
ト
水
晶
体
中
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
高
感
度
定
量

法
の
確
立
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
早
期
診
断
へ

の
応
用
（
長
井
紀
章
・
近
畿
大
学
薬
学
部
准
教

授
）

　
◇
カ
ド
ミ
ウ
ム
に
よ
る
血
管
内
皮
細
胞
の
脱
着

傷
害
誘
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
（
原
崇
人
・
東
邦

大
学
薬
学
部
助
教
）

　
◇
腎
癌
に
お
け
る
薬
物
排
泄
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ

ー
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
１
の
発
現
に
基
づ
い
た
新
規
分
子
標

的
薬
カ
ボ
ザ
ン
チ
ニ
ブ
耐
性
機
序
の
解
明
（
松
本

准
・
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

（
薬
）
助
教
）

　
◇
蛍
光
指
紋
分
析
に
よ
る
偽
造
医
薬
品
鑑
別
の

開
発
（
吉
田
直
子
・
金
沢
大
学
医
薬
保
健
研
究
域

薬
学
系
助
教
）

▼
Ⅱ
　
国
際
学
術
交
流
補
助
金

　
研
究
者
の
海
外
派
遣
補
助
金
（
１
件

万
円
、

２
件
、
総
額

万
円
）

　
◇
第
７
回
強
力
集
束
超
音
波
国
際
会
議


月

８
～

日
、
ア
メ
リ
カ
・
マ
ク
リ
ー
ン
（
小
俣
大

樹
・
帝
京
大
学
薬
学
部
助
教
）

　
◇
ニ
ュ
ー
ロ
サ
イ
エ
ン
ス
２
０
２
０
　
北
米
神

経
科
学
会
年
会


月

～

日
、
ア
メ
リ
カ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
（
羽
田
沙
緒
里
・
北
海
道
大
学

大
学
院
薬
学
研
究
院
助
教
）

　日本薬学会第年会は３月日から日までの４日間、国

立京都国際会館を中心として開催されることになっていた。し

かし、新型コロナウイルス感染症の影響により、京都大学大学

院薬学研究科と京都大学医学部附属病院薬剤部が中心となった

組織委員会（組織委員長、中山和久＝京都大学大学院薬学研究

科教授）がすべてのプログラム開催を中止すると発表した。年

会は予稿集発行をもって成立とした。

　第年会は「『創』と『療』の伝承と革新、そして新たな

時代の幕開け」をテーマに掲げていた。近年の創薬と医療をめ

ぐる状況は大きく変化しつつある中で、新元号令和になり、か

つオリンピックイヤーとも重なり、新しい時代の幕開けを告げ

る内容となる予定だった。通常開催は中止となったが、科学新

聞では新時代にふさわしい年会特集を企画し、日本薬学会学会

賞各賞、年度の研究助成、最新の研究成果（講演）をまと

めた。



バイオメディカルフリーザー
地球環境に配慮、大幅省エネ実現

ＰＨＣ

日
本
分
光

生化学分野で活用期待
高感度多重反射ＡＴＲ

タイテック エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
機
能
で
省
エ
ネ
実
現

恒
温
振
と
う
培
養
機
を
一
新

マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
研
究
に
最
適

Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
キ
ッ
ト
販
売

富士フイルム和光純薬

　新たなラボシステム誕生
心地よい研究空間を構築　

オカムラ

化
学
情
報
協
会

先進機能搭載で実現
化学物質の合成ルート解析

　
化
学
・
薬
学
・
農
芸
化
学
　
　
　
　
　
　
　

　

３
学
会
　
　
　
　
　
　
関
連
製
品
紹
介
　

（５） 第３７７０号第３種郵便物認可 ２０２０年（令和２年）３月２０日（金曜日）（週　刊）

　ＰＨＣ（東京都港区西新橋２－
－５）バイオメディカ事業部
（PHCbi）は、ノンフロン自然冷媒
を採用、インバーター制御コンプレ
ッサーを搭載した「－℃／－℃
　バイオメディカルフリーザー」MD
F-MU339H-PJ（写真中央）／MU539H-
PJ（同左）／MU549DH-PJ（同右）
の３機種を発売した。
　同製品は、医療機関や創薬・ライ
フサイエンス研究で使用される凍結
サンプルや貴重な試料を安心して保
存できるだけでなく、地球環境に配
慮しながら、大幅な省エネルギーを
実現したバイオメディカルフリーザ
ーである。主な特長は下記のとおり。
（従来機種：MDF-MU339-PJ／MU53
9-PJ／MU539D-PJとの比較）

　【１．ノンフロンとインバーター
制御コンプレッサーで消費電力量削
減】ノンフロン自然冷媒と、電力消
費を低減するインバーター制御コン
プレッサーの搭載により、
従来機種と比べて約％～
％の消費電力量削減を実
現。
　【２．高さを可変できる
網棚で収納物に合わせて庫
内をカスタマイズ】従来機
種において、棚板内を通っ
ていた冷媒配管を本体フレ
ーム内に移動、高さを自由
に変更できる可変式の庫内

網棚を採用。従来機種の庫内容器は
もちろんのこと、棚板の高さを変え
ることで、様々なサイズの庫内容器
に対応。超低温フリーザー用のアル
ミラックも収納が可能。
　【３．上下２室完全独立式の温度
制御と－℃制御温度（MDF-MU549
DH-PJのみ）】従来機種より低い温
度、－℃での温度制御を実現。上
下２室で独立した２つの冷凍回路を
搭載。上下で個別の温度設定が可能。
保存温度の異なる試料も、これ１台
で保存が可能。上下個別に霜取がで
きるので、霜取時の試料移動も簡単。

　日本分光（東京都八王子市石川町－５）は、
フーリエ変換赤外分光光度計（ＦＴ／ＩＲ）用の
高感度多重反射ＡＴＲアタッチメント「ATR PRO 
PENTA」＝写真＝を発売した。
　ＡＴＲ法は固体・液体を問わず、前処理なしで
簡便に赤外分光測定ができる手法として広く利用
されているが、現在主流となっている一回反射型
ＡＴＲは数％オーダーの試料濃度が必要とされる
ため、生体試料等で要求される．％以下の低濃
度試料の測定は困難であった。「ATR PRO PENTA」
は新規に設計された回反射Ｇｅプリズム（特許
出願済み）を採用し、．％以下の低濃度試料を
数μＬという微量で測定することが可能となった
液体試料用ＡＴＲである。
　「ATR PRO PENTA」を用いて．％～．％の
異なる濃度のスクロース水溶液を測定したとこ
ろ、低濃度から高濃度まで非常に高い直線性が得
られており、従来では測定不能な低濃度領域でも
十分な定量性があることが確認された。同実験で

のスクロース水溶液の定量限界は．％、検出
限界は．％と算定された。
　また濃度．％に調製したリゾチーム重水溶液
の測定では、極低濃度にもかかわらずアミドⅠと
アミドⅡの吸収を明確に分離することができた。
このアミドのデータからタンパク質の二次構造を
解析することができる。
　これらの結果から、この新しいＡＴＲである
「ATR PRO PENTA」は従来ＦＴ／ＩＲにおいて
不得意とされた、脂質、糖類、タンパク質などの
生化学分野で、非常に有用なツールとなることが
期待される。

　タイテック（埼玉県越谷市西方－１）
は昨秋、同社最大架数の恒温振とう培養機を
リニューアルし「ＢＲ－シリーズ」とし
て新発売した（写真はＢＲ－ＳＷ）。
　自動で冷凍機とヒーターを制御最適化する
「エコドライブ機能」を搭載。同社従来機Ｂ
Ｒ－シリーズの最大約６分の１の省エネ
を実現した。また新シリーズ機は温度、速度、
時間のプログラム運転が可能。休日に培養し
て＋４℃で保存しておき、週明けに実験を再
開することができる。
　バリエーションとして二段振とう台・実験
台と同じ素材の天板・ドアロックなどの安全
・効率化機能を選択可能である。使用温度範
囲は＋４℃～＋℃、架数はｍＬ三角フ
ラスコなら最大本。大腸菌等の大量培養
や、食品パッケージの輸送試験など、振とう
と温調を必要とする試験に広く使用可能であ
る。
　またタイテックは昨秋、同社の卓上小型振
とう機に新しくインビトロシェーカー２シリ

ーズを追加した。約Ａ４サイズ、併売する従
来機の使い勝手はそのままに、新シリーズで
は速度のデジタル設定・表示機能を標準搭載。
今なら新発売記念キャンペーンとして別売り
のタイマー機能、信号出力端子（通常計６万
円分）をプレゼントしている（年７月末
注文分まで）。
　詳細はタイテック販売サービス部（電話
－－）まで。

　富士フイルム和光純薬（大阪府大
阪市中央区道修町３丁目１番２号）
はニッポンジーン（東京都千代田区
神田錦町１丁目５番地）が製造する、糞便か
ら腸内細菌由来ＤＮＡを抽出・精製するため
のキット「ISOSPIN Fecal DNA」＝写真＝を
販売している。ニッポンジーンは、マイクロ
バイオーム研究における腸内細菌叢解析を想
定し、次世代シークエンスにも供することが
できる高純度なＤＮＡの抽出・精製キットと
して同製品を開発した。
　糞便に至適化した抽出液とビーズビーティ
ングによる物理的な破砕の併用により、強固
な細胞壁を有する微生物からもＤＮＡを抽出
できることに加え、スピンカラムを用いた精
製法の採用により精製度の高いＤＮＡを簡便
・迅速に精製できることから、腸内細菌叢解
析に最適な性能を持ち合わせた製品となって
いる。
　その性能が評価され、同製品は日本マイク
ロバイオームコンソーシアム（ＪＭＢＣ）を
はじめ、大学、公的研究機関、製薬メーカー、
食品メーカー、受託検査会社等、幅広い分野
で採用されている。
　ニッポンジーンは、試薬メーカーとして培

った核酸抽出に関するノウハウを生
かし、夾雑物の多いサンプルからも、
純度の高い核酸を高収量で精製する

技術を保有している。また、自社開発したス
ピンカラムを使用することで、キットの高度
な最適化を実現している。同製品以外にも、
オリジナルスピンカラムを使用した各種核酸
抽出キットを多く取りそろえており、今後も
続々とラインアップを追加する予定である。
　製品の購入に関する問い合わせ先：富士フ
イルム和光純薬　ＴＥＬ：－－　
ＵＲＬ：https://labchem-wako.fujifilm.com

　オカムラ（横浜市西区北幸１－４
－１）のラボシステムＰＩＳＴＥ
［ピスト］＝写真＝は、「ベンチ
（実験台）」と「パーティション」
で、はたらき心地のよい研究空間を
構築できる全く新しい発想のラボシ
ステムである。
　「実験や研究のテーマに適したベ
ンチがほしい」「機器装置類が多す
ぎてスペースが不足している」「も
っとよい環境で実験したい」など、
さまざまなラボワーカーの要望から
「ピスト」は誕生した。
　昇降実験台は実験作業に合わせて
天板を昇降させることで、目線や姿

勢が変わり安全で信頼性の高い研究
環境を実現する。また、座り心地の
よいソファやエンドテーブルをセッ
トすることで、休憩やＰＣ作業、ラ
ボワーカー同士の簡単なミーティン
グやコミュニケーショ
ンを促進する場をつく
り、働き方を変化させ、
あらたな「気づき」を
あたえる。パーティシ
ョンは部屋を仕切るだ
けでなく、実験台、棚
や配線器具などのパー
ツを組み込むことで、
壁面を一体感のある実
験スペースとして有効
に活用することができ
る。

　オカムラはコーポレートメッセー
ジである「人を想い、場を創る。」、
事業メッセージの「LAB WORKERS F
IRST」という考えのもと、すべての
ラボワーカーのために心地のよいラ
ボ空間づくりを提案する。
　【システム構成】▼ベンチ（実験
台）：昇降タイプ、固定タイプ、エ
ンドテーブル、ユーティリティカラ
ム　▼パーティション　▼ソファユ
ニット　▼オプション：各種品ぞろ
え

　◇おことわり　「SciFinder-n」末
尾のｎは本来は上付き表記です。

　米国化学会の一部門であるＣＡＳ
が提供し、化学情報協会（東京都文
京区本駒込６－－４）が取り扱
うSciFinder-n（サイファインダー・
エヌ）は操作性・効率性が高い支持
を受け世界中の企業・大学・政府系
研究機関で幅広く利用されている。
　従来、多段階ステップを経る化学
物質の合成ルートを調査するには、
反応情報を一段階ずつ検索し、その
結果をつなぎ合わせる必要があっ
た。SciFinder-nに搭載された逆合成
解析ツール「Retrosynthesis Planner
（レトロシンセシス・プランナー）」
＝写真（起動画面）＝を使
えば、最終生成物を指定す
るだけで、試薬レベルまで
分解された低コストの合成
ルートを得ることができ
る。それだけでなく、ステ
ップごとに様々な化学反応の候補を
比較・検討できる。長い間、夢であ
ったコンピュータによる合成ルート
解析がついにSciFinder-nで実現し
た。この機能により、化学者は新規

の化学反応や物質の研究・開発にフ
ォーカスすることが可能になった。

　リリース当初は既に報告されてい
る反応のみが逆合成解析に使われて
いたが、昨年、予測反応も合成ルー
トの候補として使えるようバージョ
ンアップが行われ、合成ルートのバ

リエーションがさらに向上。ユーザ
ーは既知の反応か予測反応か、どち

らを使うかステップごとに
指定できる。化学情報協会
は「次世代化学ツール『Sci
Finder-n』の先進的な機能
をすべての化学者にご利用
いただきたい」としている。

　【問い合わせ先】化学情報協会ヘ
ルプデスク　電話－－



日
本
農
芸
化
学
会
　


年
度
大
会
　
講
演
要
旨
集
発
行
、発
表
は
成
立

大
会
実
行
委
員
長
　
　
　
　
　
　
　

　
　
酒
井
謙
二
教
授
に
聞
く

多くの準備が良い勉強に
自分たちの研究説明する

目的意識持つ学生にエール
遠
慮
の
な
い
議
論
で
飛
躍
し

達
成
感
を
経
験
し
て
ほ
し
い

学 会 各 賞

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から開催中止

現在は土壌環境微生物学
農学から出発し工学経験

（６）第３７７０号第３種郵便物認可 ２０２０年（令和２年）３月２０日（金曜日）（週　刊）

　
（
公
社
）
日
本
農
芸
化
学
会
（
吉
田
稔
会
長
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
２
０

２
０
年
度
大
会
の
開
催
中
止
を
決
定
し
た
。
政
府
の
２
月

日
の
要
請
を
受
け
、
大
会
並
び
に
大
会
に
付
随
し
て

開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
実
施
し
な
い
が
、
発
表
は
大
会
講
演
要
旨
集
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
の
発
行

を
も
っ
て
成
立
し
た
。
授
賞
式
お
よ
び
受
賞
者
講
演
の
一
部
は
延
期
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
大
会
実
行
委
員
長
の
酒
井
謙
二
教
授
（
九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
）
に
ご
協
力
い
た

だ
き
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
大
会
発
表
に
対
す
る
お
考
え
な
ど
を
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
日
本

農
芸
化
学
会
賞
を
は
じ
め
と
し
た
受
賞
者
を
紹
介
す
る
。

　
同
大
会
は
３
月

日
か
ら

日
の
４
日
間
、
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
（
福
岡
県
福
岡
市
西
区
）
な
ど
を
会

場
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

【日本農芸化学会賞】
　◇「高等菌類由来の生物活性物質に関す
る化学的研究」河岸洋和氏（静岡大学グリ
ーン科学技術研究所教授）
　◇「酵母のストレス耐性に関する新規な
分子機構と高機能開発」高木博史氏（奈良
先端科学技術大学院大学バイオサイエンス
研究科教授）

【日本農芸化学会功績賞】
　◇「ゲノム合成からゲノム移動までの一
気通貫システム開発」板谷光泰氏（高機能
遺伝子デザイン技術研究組合理事長）
　◇「バクテリアによるγ－グルタミル化
合物代謝の遺伝生化学的・構造生物学的研
究とその応用展開」鈴木秀之氏（京都工芸
繊維大学大学院工芸科学研究科教授）

【農芸化学技術賞】
　◇「Ｌ－グルタミン酸オキシダーゼの発
見と応用開発」日下部均氏（エンザイム・
センサ）、野口利忠氏（ヤマサ醤油）、稲
垣賢二氏（岡山大院環境生命）
　◇「腸内細菌叢の代謝制御によるポリア
ミン産生技術を用いた機能性食品の開発」
松本光晴氏（協同乳業）
　◇「サラシア属植物のヒト消化管調節因
子の解明と新規機能性食品の開発」植田文
教氏（富士フイルム）、小田由里子氏（富
士フイルム）

【農芸化学奨励賞】
　◇「枯草菌リボソームの新たな機能に関
する研究」赤沼元気氏（学習院大学理学部
助教）
　◇「固体材料表面と生体分子の相互作用
の解析とバイオ融合マテリアル開発への応
用」池田丈氏（広島大学大学院統合生命科
学研究科助教）
　◇「特異な複素環構造と有用な生物活性
を示す天然有機化合物の合成研究」榎本賢
氏（東北大学大学院農学研究科准教授）
　◇「酵素法を基盤とした糖質複合分子の
機能設計に関する研究」尾形慎氏（福島工
業高等専門学校化学・バイオ工学科准教授）
　◇「食品タンパク質の新機能の発見とそ
の多面的利用への構造論的展開」落合秋人
氏（新潟大学工学部准教授）
　◇「植物根圏での代謝物の動態及び機能
に関する研究」杉山暁史氏（京都大学生存
圏研究所准教授）
　◇「きのこ類が産生する生物活性物質に
関する天然物化学的・遺伝情報学的研究」
鈴木智大氏（宇都宮大学バイオサイエンス

教育研究センター准教授）
　◇「味覚の脳内伝達とその調節を担う神
経機構の解析」中島健一朗氏（生理学研究
所生体機能調節領域准教授）
　◇「真菌における膜交通に関する分子細
胞生理学研究」樋口裕次郎氏（九州大学農
学研究院生命機能科学部門助教）
　◇「天然由来ペプチドの活性発現に係わ
る三次元構造の解明と応用」増田裕一氏
（三重大学院生物資源学研究科准教授）

【農芸化学女性研究者賞】
　◇「脂肪酸の栄養状態で変化する生体応
答の制御機構に関する研究」市育代氏（お茶
の水女子大学基幹研究院自然科学系講師）
　◇「種子植物の生殖器官における発熱分
子機構とミトコンドリア特性に関する研
究」稲葉靖子氏（宮崎大学農学部准教授）
　◇「植物病原性糸状菌をモデルに用いた
糸状菌における環境認識と応答に関する研
究」西村麻里江氏（農研機構生物機能利用
研究部門上級研究員）

【農芸化学若手女性研究者賞】
　◇「糸状菌におけるリグノセルロース分
解酵素遺伝子の発現制御機構に関する分子
生物学的研究」國武絵美氏（三重大学大学
院生物資源学研究科助教）
　◇「シアル酸含有糖鎖の合成研究および
細胞膜ドメイン解析のための糖脂質プロー
ブの開発」河村奈緒子氏（岐阜大学応用生
物科学部／Ｇ－ＣＨＡＩＮ特任助教）
　◇「未知の中心的代謝酵素の探索と性状
解析－生命の多様性および進化の理解を目
指して」千葉洋子氏（理化学研究所環境資
源科学研究センター研究員）

【農芸化学女性企業研究者賞】
　◇「日用品・食品の開発につながる微生
物制御の基礎研究」久保田浩美氏（花王）
　◇「発酵中にホップを添加する製法によ
る発酵促進とその応用」土屋友理氏（キリ
ンホールディングス）

【農芸化学研究企画賞：第回（年）】
　◇先導的生物活性物質研究と新技術開発
：「ミミズ細胞を用いた全く新しいバイオ
医薬品生産宿主の開発」赤澤真一氏（長岡
工業高専専門学校物質工学科准教授）
　◇グリーンバイオテクノロジー：「クチ
ナーゼＣｕｔのＰＥＴ分解能向上によ
る実用化のための基盤及び実証研究」織田
昌幸氏（京都府立大学大学院生命環境科学
研究科教授）

　


若
手
や
学
生
さ
ん
へ
の
期
待
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
若
手
に
と
っ
て
は
学
会
で
の
発
表
は
自
身

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
後
の
ポ
ス
ト
オ
フ
ァ

ー
や
共
同
研
究
の
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
す
る
ま

た
と
な
い
機
会
で
す
。
こ
の
場
で
目
立
つ
こ

と
に
マ
イ
ナ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
会
に
学

生
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
場
合
、
研
究
室
の
代

表
と
し
て
自
身
で
得
た
成
果
を
発
表
す
る
の

が
一
義
的
な
目
的
で
、
そ
の
た
め
に
教
員
は

色
々
な
と
こ
ろ
か
ら
学
生
さ
ん
の
出
張
経
費

を
含
め
た
研
究
費
を
か
き
集
め
て
く
る
わ
け

で
す
。
こ
こ
に
は
教
育
的
な
色
合
い
は
な
い

わ
け
で
す
が
、
恐
ら
く
多
く
の
指
導
教
員
の

気
持
ち
の
半
分
は
学
生
さ
ん
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
教
員
の
苦
労
を
察
し
て
も
ら
っ
て
、
学
会

に
遠
征
す
る
機
会
を
自
身
で
も
ぎ
と
り
、
学

会
で
外
気
温
を
肌
で
感
じ
、
遠
慮
の
な
い
学

術
的
議
論
の
中
で
も
ま
れ
る
こ
と
で
飛
躍
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
農
芸
化
学
会
は
特
に
バ
イ
オ
関
連
企

業
の
研
究
活
動
と
極
め
て
近
い
と
こ
ろ
に
い

ま
す
か
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ア
だ
け
で
な
く
企
業

で
の
研
究
開
発
職
を
志
望
し
て
い
る
学
生
さ

ん
は
得
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
し
ょ
う
。

　
発
表
で
は
自
分
自
身
の
勉
強
し
て
き
た
こ

と
や
研
究
し
て
き
た
こ
と
を
全
て
さ
ら
す
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
胸
を
張
っ
て
発
表
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
思
い
も
よ
ら
な
い
質

問
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
研
究
を
否
定
す
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
質

問
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
に
対
し
て
抗
う
こ
と
で
発
表
の
達
成
感

を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
の
学
生
さ
ん
は
控
え
め
だ
と
い
う
意

見
も
聞
き
ま
す
が
、
目
的
意
識
は
し
っ
か
り

持
ち
、
そ
れ
に
対
し
て
能
動
的
に
行
動
し
て

い
る
人
も
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
修
士
１

年
生
く
ら
い
で
す
と
、
ま
だ
ま
だ
研
究
を
し

は
じ
め
た
ば
か
り
で
、
学
会
で
挙
手
し
て
質

問
す
る
と
い
う
の
は
壁
が
高
い
の
も
理
解
で

き
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
、
午
前
１
つ
・
午

後
１
つ
は
質
問
し
よ
う
と
か
、
目
標
を
自
身

に
課
す
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
せ
っ

か
く
で
す
か
ら
参
加
前
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
サ
ー
チ
し
て
重
要
講
演
に

つ
い
て
聴
講
し
先
生
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　


先
生
が
お
考
え
に
な
る
研
究
発
表
の

意
義
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

　
学
会
で
の
研
究
発
表
で
何
よ
り
も
大
事
な

こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
研
究
の
意
義
や
学
術

的
な
面
白
さ
、
得
ら
れ
た
結
果
の
重
要
性
を

大
学
や
企
業
か
ら
の
参
加
研
究
者
に
知
っ
て

も
ら
い
議
論
す
る
こ
と
で
す
。

　
近
年
、
日
本
農
芸
化
学
会
大
会
で
は
、
一

般
講
演
を
口
頭
発
表
で
行
い
ま
す
が
、
そ
の

中
か
ら
実
行
委
員
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
委
員

が
選
定
し
た
演
題
を
ポ
ス
タ
ー
で
も
発
表
し

て
も
ら
う
形
を
並
行
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
発
表
は
い
ず
れ
の

形
式
に
も
一
長
一
短
が
あ
り
ま

す
。

　
口
頭
発
表
で
は

分
前
後
と

い
う
時
間
制
限
の
あ
る
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
口
頭
と
プ
レ
ゼ

ン
資
料
の
両
方
を
準
備
し
た
内

容
に
使
え
ま
す
か
ら
、
自
身
の

ス
ト
ー
リ
ー
で
多
く
の
情
報
を

多
く
の
人
に
有
効
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
専

門
分
野
の
極
め
て
近
い
人
か
ら

研
究
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
か

ら
聞
き
た
い
と
い
う
人
ま
で
多

層
の
聴
衆
に
理
解
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

プ
レ
ゼ
ン
資
料
の
表
現
方
法
、

原
稿
資
料
、
話
し
方
な
ど
に
つ

い
て
多
く
の
準
備
を
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
手
を

抜
い
て
し
ま
う
と
、
一
部
の
聴
衆
に
し
か
伝

わ
ら
ず
逆
に
つ
ま
ら
な
い
も
の
だ
と
思
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
友
人
は
発
表
内
容
を
強
く

印
象
付
け
る
た
め
に
、
テ
レ
ビ
番
組
で
す
ご

く
人
気
の
あ
る
お
笑
い
芸
人
の
Ｍ
Ｃ
の
間
合

い
や
表
現
を
研
究
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　
発
表
に
お
け
る
座
長
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
講

演
会
場
の
設
定
な
ど
は
大
変
で
す
し
、
口
頭

発
表
の
準
備
は
と
て
も
手
間
が
か
か
る
も
の

で
す
が
、そ
の
手
間
を
か
け
た
や
り
と
り
が
、

教
育
的
な
意
味
で
学
生
さ
ん
や

若
手
に
と
っ
て
は
す
ご
く
重
要

な
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

口
頭
発
表
を
ひ
と
つ
の
幹
に
し

て
大
会
を
構
成
す
る
考
え
は
、

先
代
の
会
長
で
あ
る
植
田
和
光

先
生
も
特
に
重
視
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
私
も
数
十
年
以
上
前
に
修
士

２
年
で
最
初
に
行
っ
た
口
頭
発

表
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

は
、
今
で
も
そ
ら
で
言
え
る
く

ら
い
に
練
習
し
ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
で
は
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
言

い
や
す
い
で
す
が
、
口
頭
発
表
で
大
勢
を
前

に
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
の
は
す
こ
し

格
好
悪
く
感
じ
て
言
い
に
く
い
と
感
じ
る
と

思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
幅
広
く
客
観
的
な
立

場
か
ら
の
質
問
を
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
て
準

備
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
と
て
も
良
い

勉
強
に
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
プ
レ
ゼ
ン
が

要
領
を
得
な
い
と
質
疑
が
主
題
か
ら
外
れ
た

枝
葉
末
節
に
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
分
野
が
近
く
演
題
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

人
が
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
質
問
や

自
分
の
意
見
を
投
げ
か
け
て
き

ま
す
か
ら
、
お
互
い
に
深
く
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
と

こ
ろ
は
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
良
さ

で
す
ね
。
う
ま
く
共
鳴
す
れ
ば

ど
ち
ら
も
考
え
て
い
な
か
っ
た

よ
う
な
発
見
や
展
開
が
あ
っ
た

り
し
ま
す
。
学
生
さ
ん
で
し
た

ら
、
興
味
を
持
っ
て
深
く
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
た

人
の
名
前
・
所
属
、
企
業
の
方

の
名
刺
ま
で
も
ら
っ
て
お
く
と

良
い
で
す
ね
。
一
方
で
、
年
を

と
っ
て
か
ら
の
私
の
よ
う
に
、

空
き
時
間
に
全
て
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
を
粗
く
サ
ー
チ
し
て
お
い

て
発
表
時
間
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
ス

タ
ー
に
行
っ
て
深
く
質
問
し
よ

う
と
い
う
聴
衆
も
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
未
知
の
分
野
か
ら
も

広
く
情
報
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
参
加
者

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
紙

面
に
必
要
十
分
な
情
報
を
端
的
に
わ
か
り
や

す
く
ま
と
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
文

字
が
小
さ
か
っ
た
り
、
全
体
の
プ
レ
ゼ
ン
が

不
親
切
だ
と
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
情

報
が
不
足
し
て
い
る
と
議
論
が
枝
葉
末
節
で

つ
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
し
、
五
月
雨
式
に
訪

れ
る
聴
講
者
に
対
し
て
臨
機
応
変
に
対
応
が

求
め
ら
れ
る
た
め
お
互
い
に
消
化
不
良
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。

　


先
生
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
農
芸
化

学
を
志
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
　
ま
た
、
現

在
ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す

か
？
　
ご
経
歴
を
含
め
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　
私
の
好
き
だ
っ
た
漫
画
に
、
江
戸
時
代
の

自
然
と
階
級
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
を
重

層
的
に
描
い
た
「
カ
ム
イ
伝
」
が
あ
っ
て
、

そ
の
主
人
公
の
正
助
と
い
う
農
民
に
憧
れ
ま

し
た
。
も
し
か
す
る
と
こ
れ
が
決
定
的
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
中
学
生
の

頃
の

年
代
は
ち
ょ
う
ど
環
境
公
害
が
顕
在

化
し
て
き
た
時
代
で
、
工
業
の
急
速
な
発
展

に
よ
る
歪
み
に
つ
い
て
の
報
道
な
ど
の
影
響

を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。
当
時
、
工
業
に
対

し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
抱
き
、
資
源
に

つ
い
て
興
味
を
持
っ
た
理
由
に
は

年
の
第

一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
。
つ
い

最
近
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
買
い
占
め

騒
動
が
起
き
ま
し
た
が
、
原
油
増
産
に
よ
っ

て
価
格
が
暴
落
し
て
い
る
状
況
で
起
こ
る
な

ん
て
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
大
学
は
迷
わ
ず
農
学
部
で
し

た
。
高
校
の
進
路
指
導
の
面
接
で
「
硫
安
を

作
る
ん
か
？
」
と
返
さ
れ
て
自
分
が
農
芸
化

学
に
つ
い
て
説
明
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
逆
に
今
で
は
、
持
続
可
能
な
農
工
連
携

に
よ
る
生
産
を
軸
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
に
若
か
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。
工
学
部
を
経
験
し
農
学
部
も
経
験

す
る
と
、
哲
学
は
違
い
ま
す
が
い
ず
れ
も
同

じ
も
の
づ
く
り
で
す
か
ら
ね
。

　
卒
業
論
文
研
究
は
栃
倉
辰
六
郎
先
生
の
指

導
で
「
微
生
物
に
よ
る
環
境
浄

化
」
の
１
テ
ー
マ
に
と
び
つ
き

ま
し
た
。
京
都
大
学
の
農
学
部

で
は
付
設
農
場
で
家
畜
を
数
匹

ず
つ
飼
育
し
て
い
た
の
で
、
そ

の
牛
や
豚
の
糞
や
尿
を
取
っ
て

き
て
、
コ
ウ
ジ
カ
ビ
や
納
豆
菌

を
せ
っ
せ
と
生
や
し
微
生
物
変

換
や
酵
素
生
産
を
行
い
ま
し

た
。

㌢
㍍
径
の
ペ
ト
リ
皿
一

面
に
生
え
た
緑
色
の
コ
ウ
ジ
カ

ビ
は
本
当
に
き
れ
い
で
す
よ
。

環
境
保
全
や
応
用
微
生
物
学
分

野
の
研
究
は
、
１
プ
ラ
ス
１
が

２
に
な
ら
な
い
こ
と
が
よ
く
あ

っ
て
苦
労
し
ま
す
が
３
と
か
４

に
も
な
り
え
る
と
い
う
と
こ
ろ

が
、
新
鮮
で
魅
力
的
で
し
た
。

研
究
室
で
の
問
題
解
決
型
の
研

究
が
す
ご
く
面
白
く
の
め
り
込

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
流
れ
の
中
で
修
士
で
は
、
従
属
栄
養

的
硝
化
反
応
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。
独

立
栄
養
微
生
物
で
あ
る
硝
化
菌
が
行
う
と
さ

れ
て
い
る
ア
ン
モ
ニ
ア
や
亜
硝
酸
の
酸
化

が
、
条
件
に
よ
っ
て
は
従
属
栄
養
条
件
下
で

も
行
わ
れ
る
可
能
性
の
探
索
を
研
究
し
ま
し

た
。
こ
の
能
力
は
試
験
管
培
養
系
で
は
細
菌

の
み
な
ら
ず
酵
母
に
も
あ
る
こ
と
を
試
験
管

の
系
で
明
ら
か
に
し
ま
し
た
が
、
研
究
を
通

じ
て
実
際
の
環
境
中
や
排
水
処
理
の
現
場
で

の
作
用
が
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
博
士
で
は
腸
内
有
益
菌
と
さ
れ
る
ビ
フ
ィ

ズ
ス
菌
の
選
択
的
増
殖
と
オ
リ
ゴ
糖
分
解
酵

素
の
生
化
学
的
研
究
で
５
年
か
か
っ
て
学
位

を
と
り
ま
し
た
。
生
化
学
的
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
研
究
成
果
を
適
用

し
よ
う
と
し
た
と
き
、
腸
内
と
い
う
相
互
作

用
の
あ
る
環
境
で
悪
玉
も
善
玉
も
そ
し
て
ど

ち
ら
で
も
な
い
数
百
と
い
う
種
が
時
々
刻
々

と
変
化
し
て
い
る
複
合
微
生
物
系
の
構
造
や

機
能
が
表
面
的
に
し
か
わ
か
っ
て
い
な
い
こ

と
を
ほ
ぞ
を
か
む
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
三
菱
化
学
生
命
科
学
研
究
所

（
２
０
１
０
年
に
閉
鎖
）
で
ポ
ス
ド
ク
を
務

め
、
細
胞
表
面
の
糖
鎖
構
造
研
究
に
有
用
な

放
線
菌
の
糖
脂
質
切
断
酵
素
の
Ｒ
Ｉ
基
質
を

用
い
た
高
感
度
活
性
測
定
法

や
、
遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
の

た
め
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体

作
製
な
ど
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

法
の
確
立
を
担
当
し
ま
し
た
。

１
年
程
度
の
在
籍
で
し
た
が
、

企
業
の
出
資
の
も
と
で
基
礎
研

究
が
行
え
、
「
生
命
科
学
」
と

い
う
言
葉
を
創
り
出
し
た
こ
の

類
い
ま
れ
な
研
究
所
に
は
分
子

生
物
学
か
ら
細
胞
・
行
動
生
物

学
、
さ
ら
に
は
社
会
生
命
科
学

な
ど
の
新
進
気
鋭
の
研
究
者
が

集
積
し
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　
ポ
ス
ド
ク
の
任
期
途
中
で
、

大
分
大
学
工
学
部
に
誘
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
九

州
に
は
あ
ま
り
縁
が
な
く
、
育

っ
た
農
学
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
当
時
は
珍
し
か
っ

た
「
化
学
環
境
工
学
科
」
と
い
う
名
前
に
と

び
つ
き

年
間
ほ
ど
勤
務
し
ま
し
た
。
工
学

部
応
用
化
学
系
の
、
課
題
解
決
を
重
要
な
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
物
理
学
、
化
学
、
そ
し
て

生
物
学
を
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え
る
思
考

法
を
幅
広
く
勉
強
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
都

市
工
学
分
野
な
ど
で
は
生
物
学
的
排
水
処
理

に
用
い
る
微
生
物
処
理
槽
は
「
反
応
槽
」
で

あ
っ
て
基
本
的
に
そ
れ
以
上
内
側
を
見
ま
せ

ん
が
、
大
分
大
学
で
は
、
分
析
化
学
や
生
物

化
学
を
担
当
し
な
が
ら
、
複
合
微
生
物
系
の

問
題
解
決
型
の
研
究
を
中
心
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
在
職
中
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
に
客
員
研
究

員
と
し
て

カ
月
留
学
で
き
た
こ
と
は
、
視

野
を
広
げ
複
合
微
生
物
系
の
分
子
生
物
学
的

解
析
を
進
め
て
い
く
上
で
大
き
な
契
機
に
な

り
ま
し
た
。

　
従
来
、
微
生
物
の
研
究
で
は
ま
ず
単
離
や

培
養
が
必
要
で
、
学
問
と
し
て
は
不
完
全
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、
自
然
環
境
中

に
は
存
在
す
る
の
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
未

分
離
の
微
生
物
種
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ

の
多
く
は
難
培
養
性
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
な
有
機
廃
棄
物
の
排
水
の
処
理
・

変
換
は
、
未
分
離
・
難
培
養
微
生
物
を
主
と

し
た
複
合
微
生
物
系
が
機
能
し
て
い
て
、
時

々
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
土
壌
や
河

川
で
も
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
四
半
世

紀
の
種
々
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
次
世
代
Ｄ
Ｎ

Ａ
シ
ー
ケ
ン
サ
の
高
容
量
化
に
よ
っ
て
、
投

網
で
す
べ
て
の
魚
を
獲
る
よ
う
な
環
境
微
生

物
解
析
の
手
法
が
開
発
さ
れ
、
未
分
離
・
難

培
養
微
生
物
を
含
め
た
系
統
学
的
微
生
物
情

報
や
研
究
手
法
が
ど
ん
ど
ん
充
実
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

年
か
ら
は
九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究

院
に
移
り
、
土
壌
環
境
微
生
物
学
研
究
分
野

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
物
質
循
環
に
関
わ
る

微
生
物
の
基
礎
研
究
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識

し
た
応
用
研
究
を
幅
広
く
行
っ
て
い
て
、
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
研
究
の
拠
点
で
あ
る
東
・
東

南
ア
ジ
ア
と
の
交
流
も
多
い
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
反

応
槽
の
中
の
詳
細
に
つ
い
て
真
に
生
物
学
的

な
姿
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
持
続
可
能

な
生
産
技
術
の
開
発
と
循
環
型
社
会
の
形
成

に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
研
究
対

象
は
有
機
廃
棄
物
や
汚
泥
の
み
で
は
な
く
火

山
灰
や
毛
髪
な
ど
幅
広
く
、
環
境
中
の
微
生

物
の
こ
と
が
全
て
知
り
た
い
と
い
う
好
奇
心

で
学
生
た
ち
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。


